
各種補助金・助成金におけるインターネットバンキングご利用の際の挙証資料について 

―山陰合同銀行ビジネスインターネットバンキングを事例に― 

 

 近年インターネットバンキングをご利用される企業様が増えており、各種補助金等の実績報告の際に

添付をお願いしている支出に関する挙証資料（領収書等）につきまして、金融機関に確認したうえで取

り扱いをお示しするものです。 

 ※各金融機関ごとに取り扱いが異なる場合がございますのであらかじめご了承ください。 

 

 これまでは左のとおり「総合振込送

信データ一覧」を添付されるケースが

多くみられました。 

 この書類は振込の依頼データであり、

領収書類とは認められません。 

 ただし、取引の明細はこの一覧以外

にないとのことですので、該当取引部

分と合計について写しの添付をお願い

いたします。 

※【送信済】のデータについて出力く

ださい。 

 

 

 

「一括データ伝送サービス」画面から 

「通信結果報告書印刷」画面に移動しま

す。 

 

日付を指定し印刷します。 

※過去 2 か月分まで印刷可能 

 

※データ送信後に発行可能な「送信結果」 

 の写しでも可。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

左のとおり「総合振込送信結果」が

印刷されますので、該当取引分につい

て添付をお願いいたします。 

 

 なお 2 か月以上経過の場合はインタ

ーネットバンキング上のシステムから

は領収関係書類の発行ができなくなり、

金融機関としての対応は不可能とのこ

とです。この場合は支払先へ領収書発

行をご依頼いただくこととなります。 

 

 

 

 

なお、総合振込を使用しなかった場合は

左のとおり「取引履歴紹介」画面で日付

を指定し「取引履歴紹介結果」印刷しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆様にはお手数をおかけいたしますが、何卒ご理解、ご協力いただきますようよろしくお願いいたし

ます。 


